
北海道における豚病

北大獣医学部寵田勝基

北海道における最近の豚病の発生動向については，

すで、に生産の場日Lと畜検査の側.3-4ふら詳細な報告

がなされているが，養豚関係者以外の方にも理解し

ていただくために，敢て重複を承知の上で若干の解

説を試みたし、。また，主要な疾病については本道に

おける発生の歴史などにもふれるとともに，全国的

に見た豚病の発生動向や豚病の経済的被害について

.も述べてみたいo

全国的に見た豚病の発生状況

1. 法定伝染病および伝染性疾病(届出伝染病)

(TGE)と豚赤痢がこれに該当する。

これらの伝染病の中で，海外悪性伝染病といわれ

る牛疫，口蹄疫およびアフリカ豚コレラは厳重な輸

入検疫によって，現在わが国での発生は認められて

いなし、。

流行性脳炎(日本脳炎)は，妊娠豚に死流産を起

すことでよく知られており，毎年かなりの頭数に発

生を見ているものと思われるが，発生が散発的で，

畜主からの届出や正確な病性鑑定が行なわれないた

めか統計には現れていない。

豚で最も重要な法定伝染病は，豚特有の疾病であ

家畜の伝染病の中でとくに被害の大きい疾病およ る豚コレラ，アフリカ豚コレラ，豚丹毒および豚水

び公衆衛生上重要な疾病は，家畜伝染病予防法にお 胞病であり，その他の伝染病の豚での発生は極く少

いて，家畜伝染病(法定伝染病)に指定されており， 頭数であり，むしろ豚以外の家畜で重視される疾病

発生した場合には，届出，移動禁止，検査，屍体処

理，隔離および殺処分などの処置をとることが規定

されているo 現在法定伝染病は，馬，牛，水牛，豚，

めん羊，山羊，鶏，あひる.うづらおよび密蜂の11

家畜(禽)について25種類の病気が指定されているo

そのうち豚の感染する伝染病は，牛疫，口蹄疫，流

行性脳炎，狂犬病，炭痘，気腫痘，出血性敗血症，

ブ、ルセラ病，豚コレラ.アフリカ豚コレラ，豚水胞

病および豚丹毒の12種であり，豚コレラ，アフリカ

ー豚コレラ，豚水胞病および豚丹毒の 4種は豚のみが

・院惑染する伝染病であるo この他に被害の大きい伝染

病は別に伝染性疾病(届出伝染病)に指定し，発

生時にはこれを診療した獣医師は市町村に届出るこ

とを義務づけている。豚においては，伝染性胃腸炎

表 1 法定伝染病および伝染性疾病の発生状況

である。

これら法定伝染病と伝染性疾病(届出伝染病)の

最近 5年間の発生頭数は表1に示したとおりであるo

豚コレラは1976年以降発生がなかったが， 1980年

5月千葉および茨城県において 5年ぶりの発生を見，

8月には愛知県で， 10月には宮崎，島根，埼玉およ

び山形の各県で，さらに11月には本道でそれぞれ発

生を見ている。これらの発生豚はいずれも予防注射

未接種豚であり，しばらく本病の発生がなかったこ

とから本病への関心が薄れて来ていたものと思わ

れる。 5年間も無発生であったものが，突然発生し

たことは，予防注射の重要性を改めて認識させられ

ると同時に本病防遁の困難さを示しているo

豚丹毒は1976年以降減少の傾向にあり，予防注

区 分 伝染病名 昭和50年 5 1年 52年 53年 54年

豚コ レラ 485( 4 ) 

法定伝染病 豚水胞病 69 ( 1 ) 

豚 丹 三官金3三k 1，983 (36) 1，114 ( 30) 1，1 28 ( 30) 759(24) 747(27) 

伝染性疾病
豚伝染性胃腸炎 62，190 (25) 35，443 (28) 37，387 (33) 11，026 (20 ) 8，115 (1 7) 

豚 赤 痢 2，478 (17) 2，1 03 ( 17) 6，794 (25 ) 6，494 (27) 3，869 (27) 
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射の普及の成果と思われるが，本病には抗生物質に

よる治療がよく奏効するため，発生しでも自家治療

により治癒し報告されないものもあれ実際の発生

頭数はもっと多いものと思われる。

豚水胞病は口蹄疫に症状が極めてよく類似してい

るために，臨床的には区別困難なウイルス性疾患で，

1966年イタリヤで始めて確認され， 1972， 1973 

年にヨーロッパ各国での流行が認めちれた。我が国

では 1973年に茨城，神奈川，愛知の 3県に556頭

の発生があり，本病はこの年に法定伝染病に指定さ

れた。ついで 1975年に東京都で69頭の発生があっ

たが，その後の発生は認められていなし、。

アフリカ豚コレラは，本来アフリカの野猪に感染

環を有する疾病であるが，野猪には病源性がなく，

豚が感染した場合は豚コレラと類似した症状を発し

て高率に舞死するo 1957年ポルトガルで、発生して

以来，スペイン，イタリヤ，キューパなどで発生が

あり，豚では最も恐れられている海外悪性伝染病で

あるが，さいわい我が国での発生はなし、。

伝染性胃腸炎 (TGE)は，戦後の 1956年に我が

国で、初発生以来急速に全国に蔓延し，毎年かなりの

頭数の発生が認められる。 1971年届出伝染病に指

定され，最近弱毒ウイスルによる生ワクチンが開発

され，年々発生頭数は減少の傾向を示している。

豚赤痢は 1963年，本道上富良野町での発生が我

が国での最初の発生報告となった疾病であるo 本病

はスピロヘータの一種を病源とする急性または慢性

の腸管感染症で，発生は肥育前期の子豚，中豚に多

く，粘血便の排粧を主徴として著るしい発育の遅延

と飼料効率の低下を示すため，肉豚に大きな被害を

与えている。本病にはキノキサリン系抗菌剤が極め

表2 法定伝染病以外の伝染病の発生状況

て良く奏効するため，飼料添加剤として使用されて

いたが，いわゆる飼料安全法の施行にともなし、，肉

豚飼料中への添加は禁止された。第 1表の統計から

も，飼料安全法施行後の 1977年以降に発生頭数の

増加しているのが明らかであるo

2. 法定伝染病以外の感染病

法定伝染病以外で被害の大きい感染病について，家

畜保健衛生所の検査によって摘発された頭数は表 2

に示したとおりである。第 2表に示したように，豚

流行性肺炎 (SEP)と伝染性萎縮性鼻炎 (AR)の呼

吸器病が圧到的に多数を占めている口 SEPおよび

ARは豚赤痢とともに，肉豚の発育を阻害する大き

な原因となっており，全国的に大きな被害を及ぼしa・
ていることが推定されるo

ARはワクチンが実用化されているが，本病の感

染を完全に予防し得るほど強い免疫を与えるもので

はない。そのためかどうかは不明であるが，ワクチ

ンが使用されているにもかかわらずとくに発生頭数

が減少する傾向は認められていなし、。

SEPについては，未だワクチンは開発されておら

ず，抗生物質の飼料添加によって肉豚の発育遅延を

防止する方法が推奨されて来たが，飼料安全法によ

って抗生物質の飼料添加は制限されており，これら

疾病による豚の生産阻害は極めて大きいものと推察

されるo

豚トキソプラズマ病は人獣共通感染病であって，

1972年のと畜場法施行規則の一部改正によって，

と畜場で本病と診断された場合には，と殺禁止また

は全廃棄されることとなり，本病の防遇は重要な間企

題となっている。本病は不顕性感染の形で全国的に司，

広く分布していることがこの表から読みとれる。

伝 染 病 名 昭和 50年 5 1 年 52 年 53 年 54 年

豚流行性肺炎 34.116 (39 ) 22，725 (27) 33，632 (34) 40，028 (34) 37，690 (37) 

豚萎縮性鼻炎 20，232 (43) 25，755 (42) 33，136 (34) 73，696 (38) 4 0，7 87 ( 4 3) I 

豚トキソプラズマ病 10，426 (32) 10，154 ( 31 ) 8，4 4 6 (36 ) 5，421 (34) 4，334 (31 ) 

コリネパクテリウム感染症 2，904 (24) 1，983 (27) 2，892 (27) 4，421 (31 ) 6，189 (29) 

大 腸 菌 症 3，323 (20) 4，641 (27) 7，523 (28) 9，524 (30) 10，822 (31 ) 

浮 腫 病 323( 567(13) 378(10) 203( 9 ) 1，1 71 ( 6 ) 

5)より作成， ( )は発生県数
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コリネパグテリウム感染症は，豚の体表および体 表3 家畜疾病サーベイ事業による豚の疾病

内部に膿蕩を形成する疾病で，体表の外傷などから

感染し，とくに肉豚に発生する尾唆りが原因となる

ことが多い。

大腸菌症は，いわゆる子豚の下痢症および白痢と

してよく知られており，これらの疾病は全国的に広

く蔓延している円浮腫病は，大腸菌感染症の一つの

タイプと目されるものであるが，本病の発生は比較

的散発的であるO

3. と畜場における豚病の実態

以上述べて来た疾病は，実際に症状を現したもの

および，免疫学的な検査などによって摘発されたも

.のであるが，生前全く臨床症状をねなくても，い

わゆる不顕性の疾病に擢患しているものについては，

これらの統計数字からは知ることは出来なし、。そこ

で農水省は， 1972年(昭47年)よりと畜場におい

て，一定頭数のと畜について病理学的検査を行ない，

不顕性に擢患している疾病を調査し，多発疾病の発

生状況を把握しようとする，家畜疾病サーベイ事業

を行なって来た。本事業による多発疾病の発生状況

は表 3に示した。これによるとと殺によって何らか

の病変の発見される異常豚の発生率は年々増加の傾

向を示しているo 疾病別では， SEP，肺炎，肝疾患

の順序となっているが， SEP， AR，胸膜炎および

ヘモフィルス性肺炎などの呼吸器疾患が 500/0 以上

を占めているo これらの疾患は，肉豚の発育阻害の

原因として重要な疾病であり， SEPを中心とする

肺炎対策が，肉豚生産にとって極めて重要なことを

.物語っている。

4. 豚病による経済的被害

以上述べて来た疾病による経済的被害についての

試算は表4に示した如くであるo この資料7)はかな

り古いもので，疾病の擢患率や飼料費などの算定の

根拠が現状にそぐわない点があるが，乳牛，肉牛お

よび鶏と比較して豚が最も高額であり，養豚におけ

る疾病対策が，生産性向上の最重要課題であること

を単的に示す資料として興味深し、。

道内における豚病(主として感染病)の発生状況

道内における法定伝染病および伝染性疾病の発生

状況は表 5に，また検査によって摘発された主要疾

病の発生状況は表6にそれぞれ示した如くであるo

日開52年 53年 54年

都道府県数 45 45 43 

と畜場数(カ所) 364 349 331 

頭数(頭) 471，336 419，282 421，393 I 

l最旦
頭数 (頭 〉 1 7 5，146 182，974 215，372 

発生率 C%) 37.2 43.6 51.1 

SEP 29.0 26.0 26.2 

AR 2.6 1.9 1.8 

TGE 0.4 0.1 0.2 

疾 コリネパグテリウム 0.3 0.5 0.58 

豚 丹 毒 0.07 

ヘモフィルス 0.07 

病
胃 潰 蕩 3.5 2.0 1.7 

胃 腸 炎 6.1 14.1 2.2 

別
肺 炎 24.1 18.8 32.9 

胸 膜 炎 3.8 3.3 

内 肝 疾 患 10.4 16.2 13.5 

'L¥ 膜 炎 3.2 4.2 4.9 

腹 膜 炎 0.4 0.2 0.4 

訳 関 節 炎 0.3 0.2 0.1 

腎 炎 0.1 0.1 

(幼 トキソプラズマ 0.8 0.2 0.06 

肺 虫 7.0 5.0 4.5 

回 虫 1.7 1.0 1.6 

寄 生 虫 1.4 0.6 0.8 

繁殖障害 0.4 0.3 

そ の 他 8.8 4.7 4.9 

6)より作成

以下に主要疾病の発生状、況について簡単に解説する

こととするo

1. 豚コレラ

本道における豚コレラの発生は，古く 1889年

(明治20年)に当時の真駒内種畜場において.米国

から輸入したノミークシヤーが原因と思われる急性伝

病が発生し，伝染性肺腸炎(Pneumoenteritis

contagiosa)という病名が附され百数十頭の擢患

が記録されている。この疾病が我が国における豚コ
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レラの初発生とする説)があるが確認されていなし、。 表4 疾病による経済的損失

しかし，当時の臨床痕状の記録により本病は豚コレ

ラであった可能性が極めて強し、。本道の豚コレラの

公式の発生記録は，昭和 8年札幌を中心とした発生

であるo その後昭和14年と 15年には本道養豚の中心

地であった旭川地区において大発生があり，当時の

旭川の豚の飼育頭数 3441頭中半数にのぼる 1774

頭の擢患が記録され，旭川養豚はこれによって壊滅

的打撃をこうむった口その後昭和26年には札幌を中

心として，また翌27，28年にはほぼ全道的な発生が

あり，両年で 575頭の発生が記録されているo また

昭和41，42年にも全道的な発生があり， 1400頭が

擢患している。 1969年より実用化された生ウイル

スワクチンは 1972年以降，従来のクリスタルパイ

表5 北海道における豚の法定伝染病および伝染性疾病発生頭数

畜種別 損 失 額

千円

乳 牛 9，9 3 4，240 

肉 用 牛 6，07 3，0 10 

豚 3 3，248，3 3 0 

鶏 20，0 1 8，7 00 

計 6 9，27 4，28 0 

豚の損失の内訳

S E P ・AR 2 3，89 2，24 0 

と畜場廃棄 1，857，970 

死 流 産 2，79 1，460 

胃 潰 潰 虜 4，706，660 

一 • 7)より作成

伝染病名 昭42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 

法定 豚 コ レ ラ 915 。 。 。409 181 。 。 。 。 。 。 。
伝染病 豚 丹 毒 116 25 28 93 。43 87 209 184 114 90 74 87 

伝染性 伝染性胃腸炎 5652 1103 1580 367 2914 。436 3081 1534 16 181 。389 
疾病 豚 赤 痢 。 。 。 。 。 。 4 394 331 67 771 717 186 

オレット不活化ワクチン (CVV)に代って使用され

るようになった。また 1972年には全道の自衛防疫

組合が北海道家畜々産物衛生指導協会に組織され，

豚コレラワクチンが重点的に実施されるようになり，

実施頭数もほぼ30万頭を越えるようになった。この

ようにワクチン接種の普及により， 1971， 1972 

年の札幌市における発生以後，本道には全く本病の

発生がなかったが， 1980年11月上川管内当麻町と

十勝管内中札内村に 8年ぶりに本病の発生を見たこ

とは記憶に新らしし、。これらはいずれもワクチン未

接種豚であり，本州における発生からも，ワクチン

未接種の場合は今後の続発が懸念され，ワクチン接

種の完全実施を期待したい。

2. 豚丹毒

本道における本病の初発生は， 193昨(昭和 5

年)であり，次いで昭和8年豚コレラの発生と相前

後して，札幌近郊と旭川周辺に合計19頭の発生が記

8)より作成

録されている。その後ほとんど毎年のように発生が

ある。 1961(昭和36年)には桧山支庁厚沢部村を中

心に，甚急性型の本病の集団発生10)があり， 201頭

が発病し77頭が舞死してし、る。またこの流行では34_ 

名にのぼる人体感染例が報告されているO 本病の病司，

型には，急性敗血症型，尋麻熱型および慢性型があ

り，慢性型では心内膜炎や関節炎を主徴とするが，

生前発見されることは少なく，と畜場で発見される

場合が多し、。また急性型や尋麻熱型でも抗生物質に

よる治療がよく奏効するため，統計に現れない発生

頭数はかなり多いものと予想されるo 本病はワクチ

ン接種による完全な予防が可能であり，約 23万頭

( 54年度延頭数)が接種を受けている。

3. 伝染性胃腸炎 (TGE)

1963年(昭和38年)上川管内比布町の養豚団地

の飼育豚112頭全頭が鵡称の下痢を発症し:1きらに

上富良野町の共同養豚場で， 405頭の飼育豚中383
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表6 検査によって摘発された主要疫病の発生状況

病 名
52 53 54 

検査頭数 患畜頭数 発生率 検査頭数 患畜頭数 発生率 検査頭数 患畜頭数 発生率

% % % 
パルボウイルス感染症 9，995 556 5.56 61，629 948 1.54 68，935 1，835 2.66 

流行性 脳炎 2，160 31 1.44 34，126 34 0.10 3，770 38 1.00 

ゲタウイルス感染症 5，866 1 0.01 3，854 。 。
流行性肺炎 34，127 927 2.72 93，926 1，828 1.94 90，133 1，624 1.80 

萎縮性鼻炎 80，675 2，897 3.59 106，098 4，649 4.38 124，454 5，741 4.61 

コリキミクテリウム感染症 36，593 .443 1.21 72，140 721 1.00 89，4 39 1，1 07 1.24 

大 腸 菌 症 20，990 388 1.85 27，360 252 0.92 50，696 447 0.88 I 

サルモネラ症 1，227 13 1.06 2，998 6 0.20 19，903 。 。
ヘモフィルス感染症 11，742 257 2.19 27，427 424 1.54 20，839 180 0.86 

トキソプラズマ病 14，213 584 4.10 16，180 711 4.39 42，285 286 0.67 

連鎖球菌感染症 2，560 15 0.58 650 2 0.31 

溶 連 菌 症 811 33 4.07 

浮 腫 病 679 15 2.20 2，842 2 0.07 

パストレラ感染症 1，289 16 1.24 4 4 100.00 

細菌性腎孟腎炎 1，876 7 0.37 

インフルエンザ 3，063 17 0.55 

肺 虫 症 12，059 933 7.74 

回 虫 症 一 12，059 995 8.25 

計 213，690 6，127 2.86 482，213 11，547 2.39 515，769 11，293 2.19 

• 

患畜頭数は臨床検査，細菌検査，抗体調査な Eの総計

頭に集団下痢症が発生した?)これは発生状、況および

臨床症状から伝染性胃腸炎が強く疑われ，上富良野

町の例では病性鑑定の結果，伝染性胃腸炎と豚赤痢

の混合感染であることが決定した。以後本病は全道

的に発生を見ているが、 1967年(昭和42年)には，

ー上)11および空知管内で 5β00頭を越す発生が記録さ

‘'れてし、る。

4. 豚赤痢

本病は前述した 1963年上川管内上富良野町での

集団下痢の発生例と，同年石狩管内の養豚センター

の飼育豚から，本病の病源とされる Y仏九o coli 

が分離されたのが最初であり，これが日本における

最初の報告13)となっている。その後 Vibri 0 coli 

は豚赤痢にとっては二次的な病源因子と考えられる

ようになった。しかし，豚赤痢の一次的な病源体が

Treponemα であることが明らかとなったのは，比

較的最近 (1971)のことであり，臨床症状から見て

も，当時の発生はやはり豚赤痢であったものと推定

される n 豚赤痢は伝染性胃腸炎とともにほとんど毎

8)より作成

年発生を見ており，既に本道はこれら疾病の常在地

となっていることは明らかであるo

5. トキソプラズマ病、

本病は人畜共通感染病で，妊婦に感染した場合に

は，胎児に先天的脳障害を起すために公衆衛生上重

要視されている。本道における豚のトキソプラズマ

病の発生は， 1963年(昭和38年) 9月札幌屠場に

搬入された中ヨークシヤ一種の一頭において，内臓

検査により本病が疑われ，顕微鏡による精密検査で

本病と決定されたのが最初である子)この検査結果に

もとづき該豚は全部廃棄となった。その後当時の札

幌と畜場の主管官庁である札幌市と厚生省との協議

の結果，と体の凍結処理による無害化が可能である

ことから，枝肉を急速凍結したのち再険査して，虫

体を認めない場合は出荷が認められることになった。

本病は通常不顕性感染の形で蔓延しており， 1964

年(昭和39年)1年間に札幌と畜場で摘発された本

病は， 23，233頭中 72頭(0.309 % )であった。そ

の後散発的な発生が認められるが， 1974年(昭和
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表7 トキソプラズマ病の浸潤状況

年 次 41 42 43 44 45 46 

検査戸数 26 

検査頭数 3，096 

陽性頭数 18 

陽性率陶 0.6 

検査tJdトの勉頭数 19 1 26 36 7 1 

死亡陶汰数

8) より作成 (検査方法:血球凝集反応〉

49年)網走支庁管内で 181頭の飼養豚中 100頭が

発症するとし、う集団発生15)があり 24頭が廃死してい

るo 1972年にはと畜場法施行規則の一部改正によ

り，本病擢患、豚は出荷出来ず，本病と診断されたも

のはと畜場において解体を禁止し全廃棄されること

になった。そのため本病の養豚業に及ぼす影響は極

めて大きなものとなった。そこで道は， 1973年よ

り家畜衛生指導事業の一環として， トキソプラズマ

表8 伝染性萎縮性鼻炎 (AR)の浸潤状況(昭和45年度)

繁殖豚血清反応検査成績

47 48 49 50 51 52 53 54 

45 1，846 841 1，201 1，192 998 969 991 

521 14，636 12，252 11，639 13，822 12，608 16，180 42，285 

6 775 944 1，032 759 584 711 286 

1.2 5.3 7.7 8.9 5.5 4.6 4.4 0.67 

1 100 

5 24 2 11 

病清浄化指導対策事業を実施し，血球凝集反応によ

り陽性豚を摘発し，陽性豚の隔離陶汰を指導するとa‘
ともに，予防剤の投与や豚舎の消毒指導などを行な'

った。最近における陽性豚の発生状況は表 7に示し

た如くである。

6. 伝染性萎縮性鼻炎 (AR)

1963年(昭和38年)8月より翌年 2月にかけて，

上川郡東神楽村のー豚舎において，鼻甲介の消失や

肥育豚鼻部剖検成績

以± 実 施 陽性内訳 実 施 陽性内訳

戸数頭数戸数頭数 戸数 頭 数 戸 数 頭 数

石 狩 8 268 
(10 0) 8 

102 6 95 
(66.74 ) (66363 ) ( 38.1 

空 知 1 2 475 
(83310 ) 

6 211 
(1006 ) 

150 
(40.2 ( 71.1 

上 JII 32 883 
(96.9 ) 

414 3 79 
(100) (41.8 ) ( 46.9 

後 τ'じ1::::、 8 9 7 
(100) (60.589 ) 

2 18 
(1002 ) (10 108 ) 

桧 山 2 100 
(10 02 ) (25.205 ) 

2 120 
(10 02 〉 (74289 ) 

渡 島 7 145 
(10 07 ) (42.682 ) 

5 154 
(100 ) 

107 
( 69.5 

胆 振 6 1 8 1 
(10 06 ) 

175 6 192 
(1006 ) (31752 ) (96.7 

十 勝 4 234 
(1004 ) 

169 1 20 
(100) (20.04 〉( 71.4 

'刀~てp 谷 1 1 2 
(100) (16.72 可

1 21 
(100) (3337 ) 

留 萌 6 1 1 5 
(83.3 ) (23.257 〉

6 188 
(83.3 ) (38.732 ) 

計 86 2，510 
(95.832 ) (4128.284 ) 38 1，098 

(92.315 〉 ( 56.0 

( )内数は% 17)より引用
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顔面の変形を呈する豚が続発し，その数は20頭に達

した。北大獣医学部における病性鑑定の結果，本病

は豚の萎縮性鼻炎と診断され，わが国における集団

発生の最初の報告16)となったo 続いて当麻，愛別両

村においても発生が確認された。これらの発病豚は

いづれも血統のすぐれた純粋種で，輸入されたラン

ドレース種およびその同居豚が多かった。このこと

から輸入種豚による感染が疑われた。このように種

豚の輸入と多頭飼育にともなって，本病は全道的に

発生が認められるようになり，現在では養豚の生産

阻害因子として重要な疾病となっているo 道では

1970年以降，家畜疾病対策推進事業の一環として，

-家畜伝染病自衛防疫組織，関係機関および生産者が

ー'一体となって本病の清浄化対策を実施した。 1970

年度における本病の浸潤状況17)は表8のようであるo

この調査によるとほとんど全ての養豚場に本病の発

生が認められ，繁殖肥育豚ともに約半数が擢患して

いることが明らかにされている。このような高率の

浸潤に対して，血清反応陽生豚の摘発陶汰とくに種

豚候補は血清反応陰性豚を選抜すること，繁殖豚に

対する分娩前後の投薬などの清浄化対策が実施され

た。その結果，指導開始前の陽性率 40.8%が指導終

了時には 20.2%と陽性率を半減させる効果をあげ

ている?)1973年にはワクチンが実用化されて効果

をあげつつあり，発生率は著るしく減少しているよ

うである(表 6)ロ

7. 流行性肺炎 CSEP)およびヘモフィルス性肺炎

豚流行性肺炎の本道における初発生は明らかでな

.いが，豚の飼育が多頭化，専業化拘われて次第

に蔓延し，現在ではきわめて一般的な疾病として全

道的に広く見られるようになった。本病の浸潤度は

1970年頃の札幌と畜場での調査18)ではほぼ109らで

あるが，豚舎によっては90%を越す高率に汚染して

いるところもありケ)一般的には50%以上が擢患して

いるものと思われるo この流行性肺炎は臨床的には

ほとんど異常を認めず慢性に経過して肥育豚の発育

を著るしく阻害するため，萎縮性鼻炎，豚赤痢とと

もに養豚経営上最も重要な疾病のーっとされている。

流行性肺炎とは異なり，発熱や食欲不振，呼吸困

難などをともなう比較的急性な肺炎が 1972年空知

地方に発生♂)1977年には同地方の種豚場で肥育

中の子豚が加日間に11頭艶死した?)この疾病はヘモ

フィルス属の細菌による肺炎で，近年散発的に各地

での発生が見られるようになり，今後の被害が憂慮、

されている。

8. 日本脳炎による死流産

本病は蚊によって媒介される伝染病であり，従来

本道は清浄地と考えられて来た。しかし 1948年

(昭和23年)に馬の本病の全国的な大流行があり，

本道の馬でも 785頭にのぼる流行を見て以来馬では

毎年のように発生が認められていた。豚については，

1960年(昭和35年)に桧山南部の江差町，上の国

村，厚沢部村，乙部村および熊石村の 5カ町村にお

いて， 6月から12月の聞に，分娩数 402腹(産子数

3，553頭)中 169腹(産子数 1，604頭)にいわゆる

黒子を含む死流産の集団発生がありヂ)病性鑑定の結

果日本脳炎によるものであることが明らかとなった。

その後 1966年にも同地区で47腹の死流産が認めら

れ， 282頭の流産子豚中 144頭の黒子を認めてい

る。このようにこの地帯は既に本病が常在化してい

るものと考えられる。

9. パルボウイルスによる流産

従来豚の死流産は日本脳炎ウイルスによるものと

考えられて来たが，日本脳炎のワクチンを接種した

豚でも死流産が発生することから， 1970年家畜衛

生試験場によって全国的調査が行われた。その結果，

この流産は豚パルボウイルスによるものであること

が明らかにされた。

本道では 1971年 1月，胆振管内の一養豚家で従

来の日本脳炎とは異なる型の死流産が同居豚 5腹に

発生し，これは今まで本道で発生のなかったパルボ

ウイルスによるものであることが判明し，ウイルス

も分離された?)発生地域内の抗体調査で、は59%が陽

性であった。また 1976年網走管内で行われた抗体

調査24)では，平均65.3%の陽性を示しているが，地

域によっては100%を示すところもあり，本病の浸

潤は地域的に差のあることが示されているo 現在で

はワクチンが実用化されている。

10. その他の多発疾病

今迄述べた以外の多発疾病としては，胃潰蕩が重

視されている。本病は給与飼料の性状と関係があり，

粉状の配合飼料の給与が一般的になって以来注目さ

れるようになった疾病であるo 1973，1974年に後
25) 

志地区で行なわれた調査によれば，検査頭数1，270
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頭のうち，病疫を有するものは 55.6%で，その内訳

は胃食道部角化 36B0/0;腰溺 12.6'7らおよび潰蕩6.2

%である。本病の最近の調査報告はないが，ほぼ同

様の発生率を示しているものと思われるo

浮腫病は大腸菌症の一つのタイフ。で，子豚の急性

死の原因として知られているo 本病は 1957年(昭

和32年)北見管内湧別町を初発として近隣 4町村で

48頭の発生を見，翌年には桧山管内熊石村で約30頭

の発生があった。これが本病のわが国での初発生と

なっている了一叫の後全道的に散発的な発生がある

が，発生頭数は少頭数に止まっている。

1964年(昭和39年)空知管内雨竜町のー養豚場

で，一腹の新生豚14頭が出生直後から一斉に特徴的

な筋肉の振せん症状を呈し，とくに後躯の筋肉の硬

直産撃のためダンス様の症状を呈し，重症例では晴

乳困難となって艶死する疾病が発生し73jついで、近

隣 5市町村にも波及し， 3カ年間に87腹が発症，子

豚数 907頭中 704頭に及びそのうち 239頭が舞死

している。この疾病は従来わが国に発生のなかった 34)よりヲ|用

先天性間代性症寧症(いわゆるダンス病)で，その後

も各地に散発的に発生しているo れらの卵巣疾患のほとんどが無発情を主徴とするた

1960年上川管内と桧山管内に， 1962年には北 め，従来無計画に妊馬血清性性腺刺戟，村レモン(PMS)

空知地区でパラケラトージスの集団発生が報告され が投与されていたが，最近では直腸検査法による正

ている?)本病は飼料中のカルシウムの過剰と亜鉛の 確な診断が実施されるようになり，適切な治療が行

不足が原因と考えられており，これらの発生はいず なわれるようになっている。最近豚の繁殖障害の診

れも自給飼料を主体に給与されていたものであった。 断技術を向上させるために，直腸検査の積極的な応

その後配合飼料の普及によって，最近はほとんど認 用を中心とした豚繁殖障害診療指針35)が公表されて

められなくなっている。

以上述べた疾病の他に，子豚の大腸菌症(下府症)

コリネパグテリウム感染による膿蕩などが一般にみ

られる疾病であり広範囲に発生が認められているo

繁殖豚の疾病

繁殖豚に多発する疾病としては，第一に不妊を主

徴とする繁殖障害が挙げられる。

本道における繁殖障害の発生率は，河部ら31)の調

査によれば，滝川畜産試験場における 8年間の繋養

繁殖豚750頭中56頭の7.59らである。また滝川畜試

が 1971年道内の養豚家に対して行なったアンケー

ト調査32)によれば， 128戸5，837頭の繁殖豚で不妊

として陶汰されたものは 6.59らであるo これらの繁

殖障害の内訳けでは，河部らの報告によれば，頻回

の交配でも受胎しない低受胎豚が50%を占めて最も

多く，次いで無発情の症状を示すものが48%を示し
3， 34~ 

ているo 高桑ら の道内 5地区の繁殖豚について

直腸検査を応用して診断した繁殖障害は表 9に示す

如くで，卵巣の疾患が圧到的に多くなっている。こ

表 9 豚繁殖障害の病類区分

病 名 等
頭 数

経産 未経産 計開

卵巣静止 48 6 54 (65.1 ) 

卵巣嚢腫 8 1 9 (10.8 ) 

黄体遺残 8 8 ( 9.6) 

卵巣萎縮 7 7 ( 8.4) 

卵巣発育不全 1 1 ( 1.2) 

子宮内膜炎 1 1 ( 1.2) 

妊 娠 1 1 ( 1.2) 

発情前期 2 2 ( 2.4) 

A口h 計 75 8 83(1∞.0) 

し、るo

繁殖障害以外の疾病としては，起立不能を主徴とー

する肢蹄の疾患の中でも，関節部の非炎症性の疾患苅，

である関節症の発生が外国で問題にされており16)道

内での発生例も報告されている?)繁殖豚における起

立不能のために陶汰されるものはかなりの数にのぼ

るものと推察されるが，その実態については明らか

にされていない。また繁殖豚の肢蹄の強健性は豚の

改良の重要な目標のーっとされている:6)

以上主として伝染性の疾病を中心とした多発疾病

と，繁殖豚の疾病について述べて来たが，以下に各

種の統計資料から見た疾病の発生状況について概観

することにする。
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病畜診療年報および家畜共済事業成績より見た疾

病発生状況

診療所を開設している獣医師から 1年間に診療し

た患畜について，毎年報告される病畜診療年報につ

いて，過去 3年間の豚に関する成績は表10のようで

あるO これによると，診療頭数は年々増加を示して

いる。多発疾病としては，伝染病，消化器病，繁殖

障害および呼吸器病などであるo

これをさらに家畜共済に加入している種豚と肉豚

についての舞死，廃用ならびに病傷事故について見

ると表11に示すとおりであるo これによると，種豚

の死廃による事故率は約10%，肉豚のそれは約 6%

.であり，肉豚における事故率の経営的な許容限界が

約 2~3%とされていることから見ても，これらの

表10 豚の病類別診療頭数

5 1 

事故率は極めて高率なものと云える。また種豚にお

ける病傷の事故率(延頭数による)は約60%でこれ

もまた高い数値を示している。死廃事故の病類の内

訳けは表12の如くであり，種豚では循環器病，妊娠

分娩時の疾患および運動器病が多し、。循環器病は肉

豚でも多数を占めており，これは臨床的に異常を認

めなかったものが急性死して，心衰弱と診断された

ものがほとんどである。これらは正確な病性鑑定が

行なわれれば他の感染病が疑われるものと思われる@

運動器病では原因不明で起立不能の症状を示す腰萎

や関節炎が多く，骨折などの外傷不慮、とともに肢蹄

の疾患が極めて多い。肉豚では肺炎を主体とする呼

吸器疾患が圧到的に多数を占めているo 種豚の病傷

事故の内訳けでは，表示しないが不妊症を主とする

5 2 5 3 

瓦主埜 舞死 発病 率陶 舞死 発病 率陶 舞死 発病 率(%)

伝 染 病 1 3 7 13，354 18.3 232 14，011 1 7.1 263 1 1，4 8:1 1 1. 5 

寄生虫病 8 955 1.3 1 7 3，682 4.4 1 3 793 0.8 

全 身 病 26 632 0.9 1 8 2，616 3.1 7 351 0.3 

消化器病 362 18，193 24.9 30 1 11，262 1 3.8 425 11，759 1 1. 9 

呼吸器病 1 1 8 2β07 3.8 226 4，1 01 8.2 245 4，333 4.5 

循環 器病 78 201 0.3 1 1 2 390 0.5 148 447 0.6 

泌尿生殖器病 5 79 0.1 6 73 0.1 1 5 99 0.1 

繁殖障害 1 7 9 7，266 9.9 1 77 6，983 8.5 188 7，943 7.9 

運動器病 30 1，134 1.6 1 7 1，4 62 1.9 40 1，626 1.6 

神経系病 33 509 0.7 55 465 0.6 63 320 0.4 

皮 膚 病 33 1，110 1.5 27 1，4 9 5 1.8 3 1，635 1.6 

外傷不慮 62 1，527 2.1 64 568 0.7 230 993 1.2 

そ の 他 1 1 0 25，386 36.6 88 34，777 42.5 75 59，057 57.7 

計 1，1 8 1 73，153 100.0 1，340 31，885 100.0 1，7 1 5 100，839 100.0 • L一一一

8 )より作成

表 11 家畜共済における事故発生状況

種 豚 肉 豚※
区 分

52 5 3 54 52 5 3 54 

ヲ| 受頭数 14，961 17，070 1 8，783 1 2，2 3 3 1 8，6 4 3 1 8，5 1 0 

死廃事故頭数 1，309 1，536 1，683 532 1，1 2 1 1，05 1 

被害率陶 9.7 9.6 9.0 6.5 6.3 5.7 

病傷事故頭数 8，276 9，519 8，533 

被害率陶 6 1.3 59.6 45.4 

※肉豚共済は死亡事故のみを対象とするo 38)より作成
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表 12 病類別死廃頭数

病 類
種 豚 肉 豚

5 2 5 3 

伝 染 病 76 74 

寄 生 虫 病 。 1 

血 液病代謝疾患 。 。
消 化 器 病 1 3 1 172 

呼 吸 器 病 107 1 08 

循 環 器 病 188 242 

妊娠・分娩産後疾患 237 3 1 6 

泌尿生殖器乳房疾患 36 3 3 

運 動 器 病 217 286 

神 経 病 29 65 

皮 膚 病 。 。
外 傷 不 慮 234 202 

中 毒 1 7 34 

そ の 他 。 3 

計 1，309 1，536 

泌尿生殖器病が最も多く，次いで分娩時の障害と肢

蹄の疾患が多くなっているo 以上の事からも，繁殖

豚においては繁殖障害と肢蹄疾患への対策，また肉

豚では流行性肺炎を含む肺炎対策が重要な問題であ

ることを示している。

実態調査から見た豚病発生状況

鶏や豚のように集団で飼育される家畜においては

難死してから病性鑑定によって病名が決定される場

表 13 実態調査からみた臨床症状の発生状況

調査 臨
区分

豚舎数
調査頭数

咳轍 AR  尾かじり

繁殖豚 22 1，124 6 31 1 
(0.5 ) (2.8 ) (0.1 ) 

晴乳豚 22 1，180 6 
(0.5 ) 

離乳豚 15 949 

肉豚 30 11，091 484 978 173 
(4.4 ) (8.9 ) ( 1.6 ) 

数値は頭数(調査頭数に対する割合・%)

5 4 5 2 5 3 5 4 

7 1 1 8 63 105 。 。 。 。
。 。 。 。

2 1 8 52 69 138 

98 3 1 0 641 6 1 3 

244 126 278 162 

32 1 。 。 。
55 。 1 1 

369 1 1 3 

44 2 7 。 。 。 。
240 22 5 3 

1 9 1 6 。
3 。 2 。

1，683 532 1，121 1，0 5 1 

38)より作成

合が多く，とくに肉豚の疾病では自家治療されるも

のが多いために，各種の統計資料のみからは，真の

疾病の発生実態を知ることは困難であるo そこで実

際に豚舎に立入調査を行なって，臨床症状を示す病

豚を調査した結果39)を表13に示したo これによると

多彩な症状の発現が認められるが，流行性肺炎と思

われる咳現実および鼻曲りやアイパッチ(目やに)を

主徴とする萎縮性鼻炎が肉豚に多く発生しているo

肺炎における発咳や萎縮性鼻炎における鼻曲りなど

• 

• 
床 症

発育不良 かいせん 湿疹 下痢 岐行 後躯マヒ

48 5 
(4.3 ) (0.5 ) 

32 8 1 77 
(2.7 ) (0.7 ) (0.1 ) (6.5 ) 

73 26 7 15 
(7.7) (2.7 ) (0.7 ) (1.6 ) 

139 82 4 40 19 13 
( 1.3 ) (0.7 ) ( 0.04) (0.4 ) (0.2 ) (0.1 ) 

-64-



表 14 家畜疾病サーベ司事業による豚病の発生実態

年 次 5 1 5 2 5 3 

調 査 員 数 34 34 34 

延 調 査 回 数 8 1 6 8 1 6 816 

調 査 と 場 数 34 34 34 

検 査 総 数 2 2，6 2 4 ( 1 0 0 ) 27，109(100) 1 5，4 0 4 ( 1 0 0 ) 

検結 正 戸市u，. 頭 数 1 2，5 84 ( 5 6 ) 1 5，6 1 7 ( 5 8 ) 8，544 ( 5 6 ) 
査果 異 戸吊y. 頭 数 1 0，040 ( 4 4 ) 1 1，492 ( 42) 6，860 ( 44) 

AR  363( 1.6) 207 ( 0.6) 1 0 2 ( 0.7) 

疾 肺 炎 4，540 ( 20) 4，7 7 0 ( 1 7. 5 ) 3，1 7 1 ( 2 0.5 ) 

病
E同H 潰 蕩 438( 1.9) 253 ( 0.9) 1 3 0 ( 0.8) 

異 E同日 腸 炎 968 ( 4.0) 1.082 ( 3.9) 4 8 2 ( 3.1) 
i/IJ 

寄 生 虫 ム236( 5.4) 824 ( 3.0) 250( 1.6) 

常
異

肝 炎 1.34 1 ( 5.9) 2，474 ( 9.1) 754 ( 4.9) 
戸前u，. 

IL.' 疾 患 261( 1.1) 
頭 腎 炎 27 

豚 数 伝染性胃腸炎 23 

そ の 他 86 6 ( 3.8) 1，849( 6.8) 1. 9 7 1 ( 1 2.7 ) 

の

各
腸 559 394 410 

器
肺 5， 1 4 3 5，076 348 

頭
IL.' 

官
603 775 181 

肝 1，478 3，065 263 
の

腎数
異

9 3 105 2 3 

戸前比 大 腸 330 372 3 6 8 

頭
日円ヨ 8 8 4 684 6 7 

数
鼻 中 隔 360 200 2 8 

そ の 他 590 8 2 1 2 8 3 

注， 53年は集計方法が変って各器官の異常頭数は疾病別頭数のその他の計と一致する。 1)より引用， ( )は(%)

の外部徴候は擢患豚の一部にしか発現しないもので、あ づれも10%以上を示しており，各種の疾病が多発し

るから，実際の擢患率はこの表の数字より大巾に上 ていることを示しているo

.るものと予想、山。また症状発現豚の合計はい

伏
言十

膿蕩 その他

3 6 100 
(0.3 ) (0.5 ) ( 8.9 ) 

4 128 
(0.4 ) (10.8) 

2 1 23 
(0.2 ) (13.0 ) 

3 37 1，972 
(0.00) (0.3 ) (17.8) 

39) より引用

表 15 と殺解体禁止および全部廃棄頭数

区 分 5 1 5 2 5 3 

と殺禁止 2 8 4 5 110 

全部廃棄 237 384 496 

計 265 429 606 

(発生率， %) (0.0325 ) (0.0478) (0.0585) 

3) より改変して引用

E
U
 

F
O
 



と殺豚から見た疾病

前述したように，豚においては疾病に寵患してい

ても外部に症状を現さないものも多く，舞死豚の病

性鑑定や診療年報の成績のみからは潜在的に存在す

る疾病の実態は明らかにすることは出来なし、。そこ

で外見上健康でと殺場でと殺される豚について病変

の有無を調査して，事前に疾病の発生を予察すると

ともに，早期に対策を考えるために， 1972年より

家畜疾病サーベイ事業が家畜保健衛生所によって実

施されているo その最近の成績は表14に示した。こ

れによると検査によって何らかの異常の認められた

ものは半数に近い40%台を示し，疾病別では肺炎，

肝炎が多数を占めているo また異常を示した器官も

肺と肝が圧倒的に多くなっているo このように外見

上健康でと畜場に搬入されたものでも，何らかの病

変を有しているものが極めて多く，これらの異常豚

は，生産性低下の大きな要因となっているものと思

表 16 と殺解体禁止および全部廃棄の原因別内訳

疾
細 菌 病 寄生虫病

病
豚 結 破 膿JJIj ト そ

キ
ソ

丹 核 傷 プ の 毒
年 プ

ズ

度 毒 病 風 ー守 他 症

5 1 65 8 1 9 1 

5 2 48 1 2 173 

5 3 44 2 1 1 260 

表 17 一部廃棄頭数とその内訳

われる。

次に日常のと畜検査業務の中で，食用不適として

と殺解体禁止および全部廃棄されたものは表15に，

その原因は表16に示すとおりであるo と殺禁止およ

び全部廃棄の件数は年々増加しており，その増加率

はと畜頭数の増加を上回っている(表15)。原因別

内訳を見ると，膿毒症，敗血症および豚丹毒の感染

性の疾患がほとんどを占め，肝障害によると思われ

る全身性の黄痘も多くの件数を示しているo 膿毒症

について，江別食肉検査事務所の調査4)によれば，

昭和52， 53年度において，その 35~41%が尾岐り

が原因とみられているo またこれらの多くはコリネ

バクテリウム菌の感染によるものと思われる。.‘

部分廃棄の状況につし、ては表17に示したように， ' 

廃棄率は昭和51年の 35.69らから 53年の45<10と年々

増加を示しており，サーベイ事業による異常豚の発

生率と近似の値を示しているo 廃棄の原因としてあ

そ の 他 の 疾 病

敗 尿 黄 水 腫 中 変 そ

性
毒 叉 計

血 王三手生Z の
症 Iま

萎

症 症 痘 腫 蕩 状 縮 他

63 2 23 1 2 1 2 6 

1 1 8 4 39 4 8 3 20 

1 88 8 5 1 5 4 1 4 37 606 
」ー

3 )より引用 • 
年 と 実 発 細菌病 ウリケイッルチア・ス 寄生虫病 そ

殺 結 放 そ そ の 、ン そ 黄 水
頭 生 線 フ

ス
頭 核 ト

菌 の の 虫 ー守
の

度 数 数 率(%) 病 病 他 他 病 病 他 痘 腫

51 812，5 0 4 289，239 3 5. 6 13 1 4，277 47，072 1 6 4 1，112 

52 897，055 364，9 44 4 O. 7 1 2 11 2 622 39，908 76 1，133 

53 1，035，070 465，194 4 4. 9 8 2 7 62，138 57 806 

3)より改変して引用
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げられている病変としては，炎症，変性または萎縮

および寄生虫によるものが圧倒的に多L、。これらの

病変は廃棄された臓器の変化を示すものであり，こ

れを個々の疾病別に分類した江別食肉検査事務所の

成績4)を表18に示した。すなわち，炎症と分類され

たものでは肺炎が最も多く，次いで胸膜炎，心外膜

炎となっており，流行性肺炎を主体する肺炎および

ヘモフィルス感染症などがかなり高率に潜在的に存

在していることを予想させる。寄生虫病では，寄生

虫性肝炎がほとんどを占めており，これは回虫の感

染によるものと考えられているo 変性を示した臓器

で、は，肝変性が多く，しかも近年著るしい増加を示

a且てし、る。この肝変性の増加は，肝の廃棄による経

'済的被害が大きいために近年問題にされ，その病理

学的変化については検討されている40-42)が原因は未

だ明らかにされていない。吉田4)は，豚舎間で発生

表 18 主な一部廃棄の病類名と廃棄率C%)

の

寄生虫性肝炎

肺 炎

肝 変性

胸膜炎

心外膜炎

肝包膜炎

肝 硬 変

腸炎

のう宝腎

腹 膜炎

腎混 濁腫脹

肺 虫症

他 の

腫 炎

蕩 症

96 260，032 

188 356，858 

236 431，276 

疾

5 2年度

変萎

性

叉
は縮

9. 3 8 

6. 7 3 

3.7 4 

3. 1 8 

3. 1 6 

O. 9 2 

0.8 4 

O. 7 7 

O. 6 3 

O. 5τ 

O. 5 4 

O. 3 5 

病

10，765 

21，645 

46，060 

5 3年度

1 5.4 1 

4.6 8 

1 3. 1 7 

3. 6 8 

3. 1 3 

2.6 2 

2.6 6 

o. 7 4 

O. 4 5 

O. 6 6 

O. 6 8 

O. 2 4 

4)より号開

そ
計

の

他

1 7，557 341，089 

25，353 445，799 

19，050 559，640 

率に大きな差があることから飼養管理との関係に注

目している。

最近全国的に豚の結核病変がと畜場で発見されて

おり，本道で、も最近報告が多Lf-4九れは人や牛の

結核病とは異なる原因菌によるものであるが，公衆

衛生上軽視出来ないものと思われる。

と畜検査は本来公衆衛生上の必要によって行なわ

れるものであるが，以上述べて来たように，豚群の

聞に潜在的に存在して生産を阻害する疾病について

の情報を提供してくれる場としてもまた極めて重要

なものと云えるo 従ってこれらの情報が速やかに生

産者にフィードパックされて，多発疾病の発生予察

や，予防対策および、疾病浄化のために利用されるこ

とが望ましし、。このような見地からホクレンが1980

年から実施を開始したコンピューター利用による豚

肉質改善情報システム47)は，出荷豚の枝肉形質の成

績とともに内臓廃棄の原因が病因別に分類されて農

協に送られ，それによって生産者は自分の出荷した

豚の肉質と内臓廃棄の実態を知ることが出来るよう

になっており，疾病コントロールのためにも画期的

なことと思われる。

北海道における豚病の経済的被害

以上述べて来た疾病の発生状況およびと畜場にお

ける内臓廃棄また疾病による肉豚の発育遅延などの

生産阻害の実態を経済的損失として試算したもの48)

が表19および表20である。各家畜の比較では，乳牛

が最も大きい損失額を示しているが，粗生産額に対

する割合で見ると豚が最も大きく 11%を示している。

また農家 1戸当りの損失は926千円で他家畜に比べ

て圧倒的に大きく，養豚においては疾病の経営に及

ぼす影響力、、かに大きし、かを単的に示している。原

因別に見た損失額では，死亡陶汰による損害よりも

疾病による発育遅延などの生産阻害およびと畜場で

の損失が大きくなっている。このように豚において

は，直接診療の対象になるような疾病よりも，潜在

的に存在する慢性疾患などの損害が大きく，臨床的

には見すごされている生産阻害因子についての解折

と対策が今後の重要な問題であろう。
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表 19 家畜の疾病による経済的損失(北海道)

畜種別 粗生産額 飼養戸数

千円

乳 牛 1 9 8， 1 9 1， 0 0 0 2 2，9 0 0 

肉 用 牛 1 8，208，000 6，490 

豚 4 2，7 3 5，000 5，140 

鶏 27，397，000 9，802 

計 286，53 1，000 4 4，3 3 2 

表 20 豚疾病の原因別損失額

原 因 損 失 額

=臣人P 療 経 費 46 4.7 7 0千円

舞死・廃用による損害 8 4 9，1 2 0 

生 産 阻 害 1，58 6，8 6 0 

死流産による損失 677，892 

と畜場関係の損失 1，18 2，1 6 2 

l口h 言十 4，7 6 0，80 4 

48)より作成

おわりに

北海道における豚病発生の実態について概説した

が，その経済的被害の試算でも明らかなように.法

定伝染病のような急性感染病で艶死陶汰されるもの

や，明らかな臨床症状を呈して診療の対象になる疾

患よりも，不顕性感染の形で、蔓延し豚の発育を遅延

させたり，と畜検査によって始めて明らかにされる

ような疾病が経済的にはより重要であることがわか

るo これらの疾病の中には，流行性肺炎や萎縮性鼻

炎などのように，原因が明らかにされていてもその

防除法が確立されていないものもあるが，尾吹りや

肢蹄の疾患，と畜場における肝変性および繁殖障害

などのように原因が複雑にからみあって発生すると

思われるものが多L、。また流行性肺炎のように，飼

育環境の悪化によってより被害を大きくしているも

のもあるo 今後はこのような複雑な原因を有する疾

病について，飼養管理を含めて，環境と疾病発生と

の関係を明らかにするためにより多くの努力が必要

であろう。勿論， 8年ぶりの豚コレラの発生を教訓

戸

経 済 損 失 額 粗占生め産る額比率に 農家 1戸当

千円 % 千円 l

1 4，52 8，0 68 7.3 634.4 

1，90 6，937 10.5 293.8 

4，760，804 1 1.1 926.2 

647，400 2.4 66.0 

2 1，84 3，20 9 7.6 492.7 

48)より作成

としたワグチン接種や豚舎消毒などの衛生管理の原

則を忘れてならないことは言を待たなし、。
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